
情
報
は
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

の
認
識
が
高
ま
り
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
等
各
種
経
済
活
動
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
る
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧

の
制
限
や
、
犯
罪
に
利
用
さ
れ
る
危

険
性
へ
の
対
策
の
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
本
年
四
月
に
、
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、

個
人
情
報
を
事
業
活
動
に
用
い
る
事

業
者
の
守
る
べ
き
事
項
の
義
務
化
等

が
図
ら
れ
る
な
ど
、
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
に
対
す
る
厳
格
性
も
求
め
ら

れ
て
お
り
、
国
で
は
、
総
務
省
内
に

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
制
度
の
あ
り
方

検
討
会
を
設
置
し
、
本
年
の
十
月
を

め
ど
に
最
終
報
告
を
行
う
と
し
て
い

る
が
、
法
案
審
議
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

か
ら
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
が

行
わ
れ
る
の
は
、
早
く
て
も
来
年
の

通
常
国
会
以
降
で
あ
る
と
予
測
さ
れ

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
市

と
し
て
で
き
得
る
べ
き
対
応
を
緊
急

的
、
暫
定
的
措
置
と
し
て
行
う
必
要

性
が
あ
る
た
め
、
議
会
と
し
て
重
要

な
政
策
判
断
を
行
う
と
い
う
意
味
も

込
め
、
本
条
例
を
定
め
た
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
や
差
別
的
事
象
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
閲
覧
等
、

不
当
な
目
的
に
使
用
さ
れ
る
お
そ
れ

が
あ
る
閲
覧
の
請
求
、
及
び
不
特
定

又
は
多
数
の
住
民
を
閲
覧
の
対
象
と

す
る
閲
覧
の
請
求
で
、
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
等
の
送
付
を
目
的
と
す
る
も

の
や
戸
別
訪
問
等
を
目
的
と
す
る
も

平
成
十
七
年
川
越
市
議
会
第
四
回
定
例
会
は
、
九
月
一
日
開
会
さ
れ
、
会
期
は
二
十
八
日
間
で
、
継
続
審
査
案
件
を
含
め
四
十
三
件
の
案
件
を
審
議
し
た
ほ
か
、

川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員
及
び
、
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
を
行
い
、
九
月
二
十
八
日
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の

閲
覧
に
関
す
る
条
例
な
ど
を
可
決

│
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
対
策
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決
│

▽

川
越
市
住
民
基
本
台
帳
の
一
部

の
写
し
の
閲
覧
に
関
す
る
条
例
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

┃
原
案
可
決
┃

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
は
、
住
民

基
本
台
帳
法
に
よ
り
だ
れ
で
も
請
求

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
公
開
が
原

則
と
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
、
個
人

今
定
例
会
で
は
議
員
提
案
に
よ
る
条
例
一
件
と
市
長
提
案
に
よ
る
条
例
二
件

を
そ
れ
ぞ
れ
原
案
可
決
し
ま
し
た
。
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9 月
定例会から

条

例

議
員
提
案
に
よ
る

川
越
市
住
民
基
本
台
帳
の

一
部
の
写
し
の
閲
覧
に

関
す
る
条
例
を
可
決
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▼

第
一
日
（
九
月
一
日
）
会
期
を

二
十
八
日
間
と
決
定
。
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
た
案
件
に
つ
い
て
、

各
委
員
長
よ
り
報
告
が
行
わ
れ
、

審
議
の
結
果
、
請
願
一
件
及
び
地

域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
建
設

に
か
か
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
継
続
審
査
と
決
定
。
次
に

市
が
出
資
し
て
い
る
法
人
の
経
営

状
況
を
説
明
す
る
書
類
の
提
出
が

あ
り
、
続
い
て
提
出
案
二
十
一
件

に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
実

施
し
た
後
、
セ
ー
レ
ム
市
と
の
姉

妹
都
市
提
携
二
十
周
年
記
念
公
式

行
事
へ
の
出
席
及
び
海
外
先
進
都

市
視
察
に
参
加
し
た
議
員
か
ら
報

告
を
受
け
る
。

▼

第
二
日
（
九
月
二
日
）
か
ら
第

四
日
（
九
月
四
日
）
ま
で
本
会
議

休
会
。

▼

第
五
日
（
九
月
五
日
）
提
出
案

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
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に
対
す
る
質
疑
を
実
施
し
た
後
、

関
係
委
員
会
に
そ
の
審
査
を
付
託
。

平
成
十
六
年
度
一
般
・
特
別
会
計

決
算
十
一
件
、
平
成
十
六
年
度
水

道
事
業
会
計
決
算
及
び
平
成
十
六

年
度
公
共
下
水
道
事
業
会
計
決
算

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
度
決

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の

審
査
を
付
託
。

▼

第
六
日
（
九
月
六
日
）
本
会
議

休
会
。

▼

第
七
日
（
九
月
七
日
）
本
会
議

休
会
。
議
会
運
営
委
員
会
開
催
。

▼

第
八
日
（
九
月
八
日
）
か
ら
第

十
二
日
（
九
月
十
二
日
）
ま
で
本

会
議
休
会
。

▼

第
十
三
日
（
九
月
十
三
日
）
通

告
順
に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
。

▼

第
十
四
日
（
九
月
十
四
日
）
通

告
順
に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
。

▼

第
十
五
日
（
九
月
十
五
日
）
通

告
順
に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
。

▼

第
十
六
日
（
九
月
十
六
日
）
通

告
順
に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
。

▼

第
十
七
日
（
九
月
十
七
日
）
か

ら
第
十
九
日
（
九
月
十
九
日
）
ま

で
本
会
議
休
会
。

▼

第
二
十
日
（
九
月
二
十
日
）
通

告
順
に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
。

次
に
追
加
提
出
さ
れ
た
議
案
八
件

に
対
す
る
質
疑
を
実
施
し
た
後
、

関
係
委
員
会
に
そ
の
審
査
を
付
託
。

続
い
て
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

を
行
い
、
引
き
続
き
川
越
地
区
消

防
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
を
実
施
。

▼

第
二
十
一
日
（
九
月
二
十
一
日
）

本
会
議
休
会
。
四
常
任
委
員
会
開

催
。

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@

の
に
つ
い
て
は
、
閲
覧
の
請
求
を
拒

否
す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
相
当
な
公
益
性
が
あ
る

も
の
と
し
て
、
官
公
署
、
報
道
機
関
、

大
学
や
公
的
機
関
の
学
術
研
究
機
関

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
閲
覧
の
請
求

に
応
ず
る
も
の
で
す
。

現
行
制
度
が
犯
罪
に
つ
な
が
る
お

▽

川
越
市
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す

る
条
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

┃
原
案
可
決
┃

国
が
、
平
成
十
五
年
二
月
に
「
行

政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技

術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
施
行

さ
せ
、
法
令
に
基
づ
く
行
政
手
続
等

に
つ
い
て
、
書
面
に
よ
る
方
法
に
加

え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
行
え
る
よ
う
に

し
た
こ
と
を
受
け
て
、
市
民
の
利
便

性
の
向
上
及
び
行
政
運
営
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
同
法
が
適
用
さ
れ
な

い
条
例
等
に
基
づ
く
行
政
手
続
等
を
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
行
え
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
新
た
に
本
条
例
を
定
め
た

も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
可

能
規
定
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
特

例
規
定
を
設
け
る
こ
と
で
、
個
別
の

条
例
や
規
則
を
改
正
す
る
こ
と
な
く
、

書
面
に
よ
る
方
法
に
加
え
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
方
法
で
の
手
続
等
を
可

能
に
し
、
ま
た
、
署
名
等
代
替
可
能

規
定
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化

可
能
規
定
を
適
用
し
て
行
わ
れ
た
手

続
等
で
、
押
印
や
署
名
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
電
子
署
名
な

ど
他
の
方
法
で
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
規
定
を
設
け
た
も
の
で
す
。
併
せ

て
、
手
続
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
あ

た
っ
て
は
、
安
全
性
・
信
頼
性
の
確

保
及
び
手
続
等
の
簡
素
化
・
合
理
化

を
図
る
規
定
を
設
け
た
も
の
で
す
。

そ
れ
が
あ
る
以
上
、
国
の
制
度
改
正

を
座
し
て
待
つ
こ
と
な
く
、
個
人
情

報
保
護
法
の
主
旨
を
推
進
し
、
個
人

情
報
の
保
護
に
遺
漏
を
来
す
こ
と
な

く
、
市
民
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る
こ

と
も
、
川
越
市
議
会
の
責
務
で
あ
る

と
考
え
、
本
条
例
を
定
め
た
も
の
で

す
。

▽

川
越
市
役
所
出
張
所
設
置
条
例

及
び
川
越
市
農
業
委
員
会
の
選
挙

に
よ
る
委
員
の
選
挙
区
及
び
各
選

挙
区
の
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て

┃
原
案
可
決
┃

「
砂
新
田
五
丁
目
」、「
砂
新
田
六

丁
目
」
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

関
連
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た

も
の
で
す
。

改
正
の
内
容
は
、
川
越
市
役
所
出

張
所
設
置
条
例
に
つ
い
て
は
、
高
階

出
張
所
の
所
管
区
域
に
砂
新
田
五
丁

目
、
砂
新
田
六
丁
目
を
加
え
る
も
の

で
す
。

ま
た
、
川
越
市
農
業
委
員
会
の
選

挙
に
よ
る
委
員
の
選
挙
区
及
び
各
選

挙
区
の
定
数
条
例
に
つ
い
て
は
、
第

三
区
の
選
挙
区
の
区
域
に
砂
新
田
五

丁
目
、
砂
新
田
六
丁
目
を
加
え
る
も

の
で
す
。

▽

町
の
区
域
を
新
た
に
画
す
る
こ

と
に
つ
い
て
（
町
名
地
番
整
理
）

┃
原
案
可
決
┃

住
民
の
利
便
性
の
向
上
と
行
政
執

行
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
大
字
砂

久
保
、
大
字
砂
新
田
及
び
大
字
今
福

の
各
一
部
を
新
た
に
砂
新
田
五
丁
目

及
び
砂
新
田
六
丁
目
に
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

変
更
に
な
る
区
域
は
、
総
面
積
約

二
十
九
ha
、
総
筆
数
一
千
九
百
十
二

筆
で
、
世
帯
数
は
約
一
千
百
三
十
世

帯
、
人
口
は
約
三
千
四
十
人
で
す
。

効
力
発
生
の
時
期
は
、
平
成
十
八

年
一
月
一
日
で
す
。

今
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
補
正

予
算
一
件
、
特
別
会
計
補
正
予
算
三

件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
十
七
年
度
本

市
予
算
の
総
額
は
、
一
般
会
計
八
百

八
十
三
億
九
千
四
百
七
十
四
万
五
千

円
、
特
別
会
計
八
百
二
十
三
億
五
千

三
百
七
十
三
万
七
千
円
、
合
計
一
千

七
百
七
億
四
千
八
百
四
十
八
万
二
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

▽

平
成
十
七
年
度
川
越
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

┃
原
案
可
決
┃

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
九
億
九
千
八
百
七
十
五
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
八
百
八
十
三
億
九
千
四
百
七

十
四
万
五
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
補
正
の
主
な
内
容
は
、
歳
入

に
つ
い
て
は
、
普
通
交
付
税
の
交
付

額
が
決
定
し
た
こ
と
に
よ
る
減
額
と

本
補
正
に
伴
う
財
源
調
整
と
し
て
繰

越
金
等
を
追
加
計
上
し
、
歳
出
に
つ

い
て
は
、
鏡
山
酒
造
跡
地
活
用
推
進
、

市
民
要
望
の
多
い
道
路
の
整
備
に
係

る
追
加
所
要
額
を
計
上
し
た
も
の
で

す
。

▽

平
成
十
七
年
度
川
越
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）

┃
原
案
可
決
┃

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
四
千
七
百
四
十
六
万
七
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
百
億
七
千
七
百
六
万
七
千
円

と
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
補
正
の
主
な
内
容
は
、
介
護

給
付
費
国
県
負
担
金
の
平
成
十
六
年

度
超
過
交
付
額
の
返
還
に
係
る
所
要

額
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

▽

平
成
十
七
年
度
川
越
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

┃
原
案
可
決
┃

資
本
的
支
出
に
一
千
五
百
五
十
万

六
千
円
を
追
加
し
、
水
道
事
業
会
計

予
算
の
総
額
を
九
十
九
億
二
千
二
百

八
十
七
万
六
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
補
正
の
内
容
は
、
平
成
十
六

年
度
に
借
り
入
れ
た
企
業
債
の
償
還

期
間
の
確
定
に
伴
う
補
正
で
す
。

▽

平
成
十
七
年
度
川
越
市
公
共
下

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）

┃
原
案
可
決
┃

資
本
的
収
入
及
び
資
本
的
支
出
に

そ
れ
ぞ
れ
一
億
九
千
七
百
七
十
万
円

を
追
加
し
、
公
共
下
水
道
事
業
会
計

予
算
の
総
額
を
百
十
三
億
五
千
六
百

七
十
五
万
円
と
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
補
正
の
内
容
は
、
下
水
道
高

金
利
対
策
借
換
債
の
借
り
入
れ
に
伴

う
補
正
で
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
の

事
例
が
そ
の
製
造
・
使
用
関
連
企
業

に
お
い
て
公
表
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の

吸
引
に
よ
り
中
皮
腫
や
肺
が
ん
で
死

亡
し
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ

の
被
害
は
作
業
従
事
者
に
留
ま
ら
ず
、

家
族
・
周
辺
住
民
に
も
及
ぶ
深
刻
な

事
態
と
な
っ
た
。

被
害
に
対
す
る
国
民
の
不
安
は
非

常
に
高
ま
り
、
厚
生
労
働
省
・
国
土

交
通
省
・
文
部
科
学
省
等
関
係
省
庁

が
方
針
や
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
る

が
、
今
後
、
更
に
事
態
を
正
確
に
掌

握
し
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

適
切
な
対
応
を
迅
速
に
行
う
べ
く
、

国
及
び
関
係
機
関
に
対
し
、
対
策
の

強
化
を
強
く
求
め
る
。

記

一
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
輸
入
・

製
造
・
使
用
・
在
庫
等
の
実
態
調

査
の
緊
急
か
つ
厳
密
な
実
施
及
び

公
表
を
す
る
こ
と
。

一
、
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
建
築
物
に
対

す
る
情
報
開
示
、
暴
露
防
止
対
策
、

除
去
・
解
体
に
つ
い
て
の
体
制
整

備
を
す
る
こ
と
。

一
、
ア
ス
ベ
ス
ト
取
扱
い
事
業
者
、

そ
の
所
在
す
る
自
治
体
に
対
し
て

は
、
作
業
従
事
者
、
そ
の
家
族
、

周
辺
住
民
に
対
す
る
健
康
被
害
な

ど
の
情
報
提
供
、
相
談
窓
口
の
設

置
、
診
断
治
療
体
制
の
整
備
の
支

援
を
す
る
こ
と
。

一
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
想
定
さ
れ

る
被
害
は
そ
の
潜
伏
期
間
が
長
期

で
あ
る
た
め
、
労
災
認
定
の
抜
本

的
見
直
し
、
救
済
制
度
の
早
期
策

定
を
す
る
こ
と
。

一
、
地
方
自
治
体
及
び
住
民
が
実
施

す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
右
記

対
策
に
つ
い
て
の
費
用
は
、
国
・

企
業
が
負
担
を
す
る
こ
と
。

と
の
内
容
で
、
川
越
市
議
会
名
を

も
っ
て
、
内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科

学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産

業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
環
境
大

臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
あ

て
提
出
す
る
よ
う
提
出
者
若
海

保

議
員
、
賛
成
者
松
岡
秀
仁
議
員
ほ
か

八
名
の
議
員
に
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

上
福
岡
市
及
び
大
井
町
の
合
併
に

よ
り
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
に
ふ

じ
み
野
市
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
次
の
八
件
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

▽

埼
玉
県
西
部
第
一
広
域
行
政
推

進
協
議
会
を
設
け
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て

┃
原
案
可
決
┃

▽

埼
玉
県
西
部
第
一
広
域
行
政
推

進
協
議
会
を
設
け
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
増
加
及
び
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

┃
原
案
可
決
┃

埼
玉
県
西
部
第
一
広
域
行
政
推
進

協
議
会
か
ら
上
福
岡
市
及
び
大
井
町

を
脱
退
さ
せ
、
ふ
じ
み
野
市
の
加
入

及
び
協
議
会
の
構
成
、
組
織
、
役
員

等
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
所
要
の

見
直
し
を
し
た
も
の
で
す
。

▽

川
越
市
の
公
の
施
設
の
区
域
外

設
置
及
び
利
用
に
つ
い
て

┃
原
案
可
決
┃

▽

川
越
市
の
公
の
施
設
の
区
域
外

設
置
及
び
利
用
に
つ
い
て

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の

対
策
を
求
め
る
意
見
書

┃
原
案
可
決
┃

新
町
名
を

決

定

補
正
予
算

四
件
を
可
決

ふじみ野市設置に

伴 う 関 係 議 案

８ 件 を 可 決

議 事 の

あ ら ま し

川
越
市
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
条
例
な
ど
二
件
を
可
決

川越市申請・届出サービスをご覧いただくには〔川越市ホームページ＞電子市役
所内の電子申請・届出サービス窓口＞埼玉県市町村 申請・届出サービスの開始
について内の埼玉県市町村申請・届出サービス＞川越市へ申請〕の順でアクセス
してください。

議
員
提
案
の
意
見
書

一
件
を
可
決

今
定
例
会
第
二
十
八
日
（
九
月
二
十
八
日
）
に
、
議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書

一
件
を
原
案
可
決
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。
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▼

第
一
日
（
九
月
一
日
）
会
期
を

二
十
八
日
間
と
決
定
。
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
た
案
件
に
つ
い
て
、

各
委
員
長
よ
り
報
告
が
行
わ
れ
、

審
議
の
結
果
、
請
願
一
件
及
び
地

域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
建
設

に
か
か
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
継
続
審
査
と
決
定
。
次
に

市
が
出
資
し
て
い
る
法
人
の
経
営

状
況
を
説
明
す
る
書
類
の
提
出
が

あ
り
、
続
い
て
提
出
案
二
十
一
件

に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
実

施
し
た
後
、
セ
ー
レ
ム
市
と
の
姉

妹
都
市
提
携
二
十
周
年
記
念
公
式

行
事
へ
の
出
席
及
び
海
外
先
進
都

市
視
察
に
参
加
し
た
議
員
か
ら
報

告
を
受
け
る
。

▼

第
二
日
（
九
月
二
日
）
か
ら
第

四
日
（
九
月
四
日
）
ま
で
本
会
議

休
会
。

▼

第
五
日
（
九
月
五
日
）
提
出
案

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
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に
対
す
る
質
疑
を
実
施
し
た
後
、

関
係
委
員
会
に
そ
の
審
査
を
付
託
。

平
成
十
六
年
度
一
般
・
特
別
会
計

決
算
十
一
件
、
平
成
十
六
年
度
水

道
事
業
会
計
決
算
及
び
平
成
十
六

年
度
公
共
下
水
道
事
業
会
計
決
算

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
度
決

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の

審
査
を
付
託
。

▼

第
六
日
（
九
月
六
日
）
本
会
議

休
会
。

▼

第
七
日
（
九
月
七
日
）
本
会
議

休
会
。
議
会
運
営
委
員
会
開
催
。

▼

第
八
日
（
九
月
八
日
）
か
ら
第

十
二
日
（
九
月
十
二
日
）
ま
で
本

会
議
休
会
。

▼

第
十
三
日
（
九
月
十
三
日
）
通

告
順
に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
。

▼

第
十
四
日
（
九
月
十
四
日
）
通

告
順
に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
。

▼

第
十
五
日
（
九
月
十
五
日
）
通

告
順
に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
。

▼

第
十
六
日
（
九
月
十
六
日
）
通

告
順
に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
。

▼

第
十
七
日
（
九
月
十
七
日
）
か

ら
第
十
九
日
（
九
月
十
九
日
）
ま

で
本
会
議
休
会
。

▼

第
二
十
日
（
九
月
二
十
日
）
通

告
順
に
よ
り
一
般
質
問
を
実
施
。

次
に
追
加
提
出
さ
れ
た
議
案
八
件

に
対
す
る
質
疑
を
実
施
し
た
後
、

関
係
委
員
会
に
そ
の
審
査
を
付
託
。

続
い
て
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

を
行
い
、
引
き
続
き
川
越
地
区
消

防
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
を
実
施
。

▼

第
二
十
一
日
（
九
月
二
十
一
日
）

本
会
議
休
会
。
四
常
任
委
員
会
開

催
。

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@

の
に
つ
い
て
は
、
閲
覧
の
請
求
を
拒

否
す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
相
当
な
公
益
性
が
あ
る

も
の
と
し
て
、
官
公
署
、
報
道
機
関
、

大
学
や
公
的
機
関
の
学
術
研
究
機
関

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
閲
覧
の
請
求

に
応
ず
る
も
の
で
す
。

現
行
制
度
が
犯
罪
に
つ
な
が
る
お

▽

川
越
市
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す

る
条
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

┃
原
案
可
決
┃

国
が
、
平
成
十
五
年
二
月
に
「
行

政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技

術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
施
行

さ
せ
、
法
令
に
基
づ
く
行
政
手
続
等

に
つ
い
て
、
書
面
に
よ
る
方
法
に
加

え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
行
え
る
よ
う
に

し
た
こ
と
を
受
け
て
、
市
民
の
利
便

性
の
向
上
及
び
行
政
運
営
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
同
法
が
適
用
さ
れ
な

い
条
例
等
に
基
づ
く
行
政
手
続
等
を
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
行
え
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
新
た
に
本
条
例
を
定
め
た

も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
可

能
規
定
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
特

例
規
定
を
設
け
る
こ
と
で
、
個
別
の

条
例
や
規
則
を
改
正
す
る
こ
と
な
く
、

書
面
に
よ
る
方
法
に
加
え
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
方
法
で
の
手
続
等
を
可

能
に
し
、
ま
た
、
署
名
等
代
替
可
能

規
定
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化

可
能
規
定
を
適
用
し
て
行
わ
れ
た
手

続
等
で
、
押
印
や
署
名
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
電
子
署
名
な

ど
他
の
方
法
で
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
規
定
を
設
け
た
も
の
で
す
。
併
せ

て
、
手
続
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
あ

た
っ
て
は
、
安
全
性
・
信
頼
性
の
確

保
及
び
手
続
等
の
簡
素
化
・
合
理
化

を
図
る
規
定
を
設
け
た
も
の
で
す
。

そ
れ
が
あ
る
以
上
、
国
の
制
度
改
正

を
座
し
て
待
つ
こ
と
な
く
、
個
人
情

報
保
護
法
の
主
旨
を
推
進
し
、
個
人

情
報
の
保
護
に
遺
漏
を
来
す
こ
と
な

く
、
市
民
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る
こ

と
も
、
川
越
市
議
会
の
責
務
で
あ
る

と
考
え
、
本
条
例
を
定
め
た
も
の
で

す
。

▽

川
越
市
役
所
出
張
所
設
置
条
例

及
び
川
越
市
農
業
委
員
会
の
選
挙

に
よ
る
委
員
の
選
挙
区
及
び
各
選

挙
区
の
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て

┃
原
案
可
決
┃

「
砂
新
田
五
丁
目
」、「
砂
新
田
六

丁
目
」
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

関
連
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た

も
の
で
す
。

改
正
の
内
容
は
、
川
越
市
役
所
出

張
所
設
置
条
例
に
つ
い
て
は
、
高
階

出
張
所
の
所
管
区
域
に
砂
新
田
五
丁

目
、
砂
新
田
六
丁
目
を
加
え
る
も
の

で
す
。

ま
た
、
川
越
市
農
業
委
員
会
の
選

挙
に
よ
る
委
員
の
選
挙
区
及
び
各
選

挙
区
の
定
数
条
例
に
つ
い
て
は
、
第

三
区
の
選
挙
区
の
区
域
に
砂
新
田
五

丁
目
、
砂
新
田
六
丁
目
を
加
え
る
も

の
で
す
。

▽

町
の
区
域
を
新
た
に
画
す
る
こ

と
に
つ
い
て
（
町
名
地
番
整
理
）

┃
原
案
可
決
┃

住
民
の
利
便
性
の
向
上
と
行
政
執

行
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
大
字
砂

久
保
、
大
字
砂
新
田
及
び
大
字
今
福

の
各
一
部
を
新
た
に
砂
新
田
五
丁
目

及
び
砂
新
田
六
丁
目
に
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

変
更
に
な
る
区
域
は
、
総
面
積
約

二
十
九
ha
、
総
筆
数
一
千
九
百
十
二

筆
で
、
世
帯
数
は
約
一
千
百
三
十
世

帯
、
人
口
は
約
三
千
四
十
人
で
す
。

効
力
発
生
の
時
期
は
、
平
成
十
八

年
一
月
一
日
で
す
。

今
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
補
正

予
算
一
件
、
特
別
会
計
補
正
予
算
三

件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
十
七
年
度
本

市
予
算
の
総
額
は
、
一
般
会
計
八
百

八
十
三
億
九
千
四
百
七
十
四
万
五
千

円
、
特
別
会
計
八
百
二
十
三
億
五
千

三
百
七
十
三
万
七
千
円
、
合
計
一
千

七
百
七
億
四
千
八
百
四
十
八
万
二
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

▽

平
成
十
七
年
度
川
越
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

┃
原
案
可
決
┃

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
九
億
九
千
八
百
七
十
五
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
八
百
八
十
三
億
九
千
四
百
七

十
四
万
五
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
補
正
の
主
な
内
容
は
、
歳
入

に
つ
い
て
は
、
普
通
交
付
税
の
交
付

額
が
決
定
し
た
こ
と
に
よ
る
減
額
と

本
補
正
に
伴
う
財
源
調
整
と
し
て
繰

越
金
等
を
追
加
計
上
し
、
歳
出
に
つ

い
て
は
、
鏡
山
酒
造
跡
地
活
用
推
進
、

市
民
要
望
の
多
い
道
路
の
整
備
に
係

る
追
加
所
要
額
を
計
上
し
た
も
の
で

す
。

▽

平
成
十
七
年
度
川
越
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）

┃
原
案
可
決
┃

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
四
千
七
百
四
十
六
万
七
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
百
億
七
千
七
百
六
万
七
千
円

と
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
補
正
の
主
な
内
容
は
、
介
護

給
付
費
国
県
負
担
金
の
平
成
十
六
年

度
超
過
交
付
額
の
返
還
に
係
る
所
要

額
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

▽

平
成
十
七
年
度
川
越
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

┃
原
案
可
決
┃

資
本
的
支
出
に
一
千
五
百
五
十
万

六
千
円
を
追
加
し
、
水
道
事
業
会
計

予
算
の
総
額
を
九
十
九
億
二
千
二
百

八
十
七
万
六
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
補
正
の
内
容
は
、
平
成
十
六

年
度
に
借
り
入
れ
た
企
業
債
の
償
還

期
間
の
確
定
に
伴
う
補
正
で
す
。

▽

平
成
十
七
年
度
川
越
市
公
共
下

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）

┃
原
案
可
決
┃

資
本
的
収
入
及
び
資
本
的
支
出
に

そ
れ
ぞ
れ
一
億
九
千
七
百
七
十
万
円

を
追
加
し
、
公
共
下
水
道
事
業
会
計

予
算
の
総
額
を
百
十
三
億
五
千
六
百

七
十
五
万
円
と
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
補
正
の
内
容
は
、
下
水
道
高

金
利
対
策
借
換
債
の
借
り
入
れ
に
伴

う
補
正
で
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
の

事
例
が
そ
の
製
造
・
使
用
関
連
企
業

に
お
い
て
公
表
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の

吸
引
に
よ
り
中
皮
腫
や
肺
が
ん
で
死

亡
し
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ

の
被
害
は
作
業
従
事
者
に
留
ま
ら
ず
、

家
族
・
周
辺
住
民
に
も
及
ぶ
深
刻
な

事
態
と
な
っ
た
。

被
害
に
対
す
る
国
民
の
不
安
は
非

常
に
高
ま
り
、
厚
生
労
働
省
・
国
土

交
通
省
・
文
部
科
学
省
等
関
係
省
庁

が
方
針
や
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
る

が
、
今
後
、
更
に
事
態
を
正
確
に
掌

握
し
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

適
切
な
対
応
を
迅
速
に
行
う
べ
く
、

国
及
び
関
係
機
関
に
対
し
、
対
策
の

強
化
を
強
く
求
め
る
。

記

一
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
輸
入
・

製
造
・
使
用
・
在
庫
等
の
実
態
調

査
の
緊
急
か
つ
厳
密
な
実
施
及
び

公
表
を
す
る
こ
と
。

一
、
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
建
築
物
に
対

す
る
情
報
開
示
、
暴
露
防
止
対
策
、

除
去
・
解
体
に
つ
い
て
の
体
制
整

備
を
す
る
こ
と
。

一
、
ア
ス
ベ
ス
ト
取
扱
い
事
業
者
、

そ
の
所
在
す
る
自
治
体
に
対
し
て

は
、
作
業
従
事
者
、
そ
の
家
族
、

周
辺
住
民
に
対
す
る
健
康
被
害
な

ど
の
情
報
提
供
、
相
談
窓
口
の
設

置
、
診
断
治
療
体
制
の
整
備
の
支

援
を
す
る
こ
と
。

一
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
想
定
さ
れ

る
被
害
は
そ
の
潜
伏
期
間
が
長
期

で
あ
る
た
め
、
労
災
認
定
の
抜
本

的
見
直
し
、
救
済
制
度
の
早
期
策

定
を
す
る
こ
と
。

一
、
地
方
自
治
体
及
び
住
民
が
実
施

す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
右
記

対
策
に
つ
い
て
の
費
用
は
、
国
・

企
業
が
負
担
を
す
る
こ
と
。

と
の
内
容
で
、
川
越
市
議
会
名
を

も
っ
て
、
内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科

学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産

業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
環
境
大

臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
あ

て
提
出
す
る
よ
う
提
出
者
若
海

保

議
員
、
賛
成
者
松
岡
秀
仁
議
員
ほ
か

八
名
の
議
員
に
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

上
福
岡
市
及
び
大
井
町
の
合
併
に

よ
り
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
に
ふ

じ
み
野
市
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
次
の
八
件
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

▽

埼
玉
県
西
部
第
一
広
域
行
政
推

進
協
議
会
を
設
け
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て

┃
原
案
可
決
┃

▽

埼
玉
県
西
部
第
一
広
域
行
政
推

進
協
議
会
を
設
け
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
増
加
及
び
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

┃
原
案
可
決
┃

埼
玉
県
西
部
第
一
広
域
行
政
推
進

協
議
会
か
ら
上
福
岡
市
及
び
大
井
町

を
脱
退
さ
せ
、
ふ
じ
み
野
市
の
加
入

及
び
協
議
会
の
構
成
、
組
織
、
役
員

等
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
所
要
の

見
直
し
を
し
た
も
の
で
す
。

▽

川
越
市
の
公
の
施
設
の
区
域
外

設
置
及
び
利
用
に
つ
い
て

┃
原
案
可
決
┃

▽

川
越
市
の
公
の
施
設
の
区
域
外

設
置
及
び
利
用
に
つ
い
て

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の

対
策
を
求
め
る
意
見
書

┃
原
案
可
決
┃

新
町
名
を

決

定

補
正
予
算

四
件
を
可
決

ふじみ野市設置に

伴 う 関 係 議 案

８ 件 を 可 決

議 事 の

あ ら ま し

川
越
市
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
条
例
な
ど
二
件
を
可
決

川越市申請・届出サービスをご覧いただくには〔川越市ホームページ＞電子市役
所内の電子申請・届出サービス窓口＞埼玉県市町村 申請・届出サービスの開始
について内の埼玉県市町村申請・届出サービス＞川越市へ申請〕の順でアクセス
してください。

議
員
提
案
の
意
見
書

一
件
を
可
決

今
定
例
会
第
二
十
八
日
（
九
月
二
十
八
日
）
に
、
議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書

一
件
を
原
案
可
決
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。



▽

川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

の
選
挙
に
つ
い
て

川
越
地
区
消
防
組
合
規
約
第
五
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
「
川
越
地
区

消
防
組
合
議
会
議
員
」
十
人
の
選
挙

を
執
行
し
た
結
果
、
次
の
議
員
が
そ

れ
ぞ
れ
当
選
い
た
し
ま
し
た
。

※

※

※

三

上

喜
久
蔵

議
員

佐

藤

恵

士

議
員

松

井

釜
太
郎

議
員

山

口

智

也

議
員

岩

崎

哲

也

議
員

大

野

慶

治

議
員

議
員

高

橋

康

博

議
員

松

岡

秀

仁

議
員

伊

藤

義

郎

議
員

▽

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

第
十
二
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る

選
任
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

市
議
会
推
薦
の
農
業
委
員
四
人
を

選
ぶ
た
め
選
挙
し
た
結
果
、
次
の
議

員
が
被
推
薦
者
と
し
て
当
選
い
た
し

ま
し
た
。※

※

※

山

村

健

仁

議
員

中

原

秀

久

議
員

中

村

孝

治

議
員

石

川

良
三
郎

議
員

次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

川
越
市
大
字
小
堤七

百
四
十
九
番
地

井

上

勇

監
査
委
員
に
次
の
方
々
を
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

川
越
市
大
字
的
場

千
二
百
二
十
二
番
地
一

小

川

芳

雄

川
越
市
松
江
町
一
丁
目十

番
地
十
一

岩

井

武

夫

川
越
市
大
字
南
大
槍

六
百
五
十
一
番
地

栗

原

賢

一

川
越
市
大
字
藤
倉三

百
三
十
三
番
地

久

保

啓

一

次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

川
越
市
豊
田
町
一
丁
目

三
十
二
番
地
四

福

田

昭

平

次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

川
越
市
南
台
三
丁
目

十
二
番
地
二
十
二

（
第
二
南
大
槍
マ
ン
シ
ョ
ン

三
〇
一
号
室
）

浅

井

三

郎

市
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
議
会
に
は
、
年
に

四
回
開
か
れ
る
定
例
会

と
、
必
要
に
応
じ
て
開

か
れ
る
臨
時
会
と
が
あ

り
ま
す
。
傍
聴
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
傍
聴
受

付
で
住
所
・
氏
名
を
ご

記
入
い
た
だ
く
だ
け
で
、

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
小
さ
な
お
子
様

連
れ
で
も
可
）。
市
政

を
直
接
知
っ
て
い
た
だ

く
よ
い
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

傍
聴
席
は
市
役
所
の

七
階
に
あ
り
、
五
十
七

人
分
の
一
般
席
と
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
一
つ
と

し
て
一
台
分
の
車
椅
子

席
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
音
声
が
聞
き

取
り
に
く
い
と
い
う
場

合
に
は
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン

を
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
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┃
原
案
可
決
┃

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
四
条
の

三
の
規
定
に
基
づ
き
、
江
川
流
域
都

市
下
水
路
に
つ
い
て
は
、
上
福
岡
市

及
び
大
井
町
と
、
川
越
市
公
共
下
水

道
に
つ
い
て
は
、
上
福
岡
市
と
そ
れ

ぞ
れ
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
合
併
に
よ
り
、
川
越
市
の
公
の

施
設
の
区
域
外
設
置
及
び
利
用
に
つ

い
て
ふ
じ
み
野
市
と
協
議
し
た
も
の

で
す
。

▽

ふ
じ
み
野
市
の
公
の
施
設
の
区

域
外
設
置
に
つ
い
て┃

原
案
可
決
┃

▽

ふ
じ
み
野
市
の
公
の
施
設
の
利

用
に
つ
い
て

┃
原
案
可
決
┃

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
四
条
の

三
の
規
定
に
基
づ
き
、
上
福
岡
市
公

共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
上
福
岡
市

と
、
大
井
町
排
水
施
設
に
つ
い
て
は
、

大
井
町
と
そ
れ
ぞ
れ
協
定
が
締
結
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
合
併
に
よ
り
、

ふ
じ
み
野
市
の
公
の
施
設
の
区
域
外

設
置
に
つ
い
て
と
、
ふ
じ
み
野
市
排

水
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
ふ
じ
み
野

市
と
協
議
し
た
も
の
で
す
。

▽

川
越
市
と
大
井
町
の
学
齢
児

童
・
生
徒
の
一
部
の
教
育
事
務
の

委
託
の
廃
止
に
つ
い
て

┃
原
案
可
決
┃

▽

川
越
市
と
ふ
じ
み
野
市
の
学
齢

児
童
・
生
徒
の
一
部
の
教
育
事
務

の
委
託
に
つ
い
て

┃
原
案
可
決
┃

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の

十
四
並
び
に
学
校
教
育
法
第
三
十
一

条
及
び
第
四
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

川
越
市
の
児
童
生
徒
の
一
部
の
教
育

事
務
を
大
井
町
に
委
託
し
て
い
ま
し

た
が
、
合
併
に
よ
り
、
現
行
の
委
託

を
廃
止
し
、
ふ
じ
み
野
市
に
委
託
し

た
も
の
で
す
。

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
、
平
成

十
六
年
度
川
越
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
な
ど
十
一
決

算
、
平
成
十
六
年
度
川
越
市
水
道
事

業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
及
び
、

平
成
十
六
年
度
川
越
市
公
共
下
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、

第
五
日
（
九
月
五
日
）
に
平
成
十
六

年
度
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

そ
の
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

第
二
十
六
日
（
九
月
二
十
六
日
）

に
同
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

正
・
副
委
員
長
の
互
選
後
、
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
（
九
月
二
十
八
日
）
に
審

査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
委
員
長

報
告
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、「
継

続
審
査
」
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

な
お
、
同
特
別
委
員
会
の
構
成
は

次
の
と
お
り
で
す
。

※

※

※

委

員

長

加

藤

昇

副
委
員
長

神

田

寿

雄

委

員

牛

窪

多
喜
男

委

員

片

野

広

湯

委

員

川

口

知

子

委

員

吉

田

光

雄

委

員

小

林

薫

委

員

大

野

慶

治

委

員

菊

地

実

委

員

松

岡

秀

仁

委

員

石

川

良
三
郎

▽

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

┃
承
認
┃

議
会
を
招
集
す
る
い
と
ま
が
な
い

の
で
、
八
月
十
日
に
市
長
が
専
決
処

分
し
た
、
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議

員
選
挙
及
び
衆
議
院
比
例
代
表
選
出

議
員
選
挙
並
び
に
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
が
九
月
十
一
日
に
執
行

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
「
平
成
十
七
年

度
川
越
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）」
に
対
し
て
、
議
会
の
承
認
を

求
め
た
も
の
で
す
。

こ
の
補
正
の
内
容
は
、
当
該
選
挙

地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
建

設
に
か
か
わ
る
川
越
駅
西
口
周
辺
整

備
対
策
特
別
委
員
会
は
、
去
る
六
月

二
日
開
会
の
市
議
会
第
三
回
定
例
会

閉
会
後
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

付
議
事
件
に
つ
い
て
、
三
日
間
に
わ

県
内
の
全
市
町
村
で
構
成
す
る
彩

の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合

議
会
議
員
に
欠
員
（
二
名
）
が
生
じ

ま
し
た
。

今
回
、
県
内
の
市
議
会
議
員
か
ら

三
名
の
候
補
者
の
届
け
出
が
あ
り
、

県
内
各
市
議
会
で
投
票
を
行
う
こ
と

と
な
り
、
本
市
議
会
で
も
今
定
例
会

最
終
日
（
九
月
二
十
八
日
）
に
、
広

域
連
合
規
約
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
、

選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
選
挙
は
、
規
定
に
よ

り
、
県
内
す
べ
て
の
市
議
会
の
選
挙

に
お
け
る
得
票
総
数
に
よ
り
当
選
人

を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
当

選
人
の
報
告
及
び
告
知
は
行
わ
ず
、

有
効
投
票
の
う
ち
候
補
者
の
得
票
数

ま
で
を
選
挙
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

た
り
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
第
一
日
（
九
月
一
日
）

に
、
そ
の
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ

い
て
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
、
審
議

の
結
果
、「
継
続
審
査
」
と
す
る
こ
と

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

等
執
行
の
た
め
の
予
算
と
し
て
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
七

千
五
百
九
十
九
万
五
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

八
百
七
十
三
億
九
千
五
百
九
十
九
万

五
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
財
源
に
つ
い
て
は
、
全
額

埼
玉
県
か
ら
の
委
託
金
で
賄
わ
れ
ま

す
。

▼

第
二
十
二
日
（
九
月
二
十
二
日
）

か
ら
第
二
十
五
日
（
九
月
二
十
五

日
）
ま
で
本
会
議
休
会
。

▼

第
二
十
六
日
（
九
月
二
十
六
日
）

本
会
議
休
会
。
平
成
十
六
年
度
決

算
特
別
委
員
会
開
催
。

▼

第
二
十
七
日
（
九
月
二
十
七
日
）

本
会
議
休
会
。

▼

第
二
十
八
日
（
九
月
二
十
八
日
）

最
終
日
。
各
委
員
長
よ
り
付
託
さ

れ
た
案
件
の
審
査
の
経
過
と
結
果

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
、
審
議

の
結
果
、
議
案
二
十
九
件
の
う
ち

平
成
十
六
年
度
決
算
十
三
件
を
継

続
審
査
、
一
件
を
承
認
、
十
五
件

を
原
案
可
決
。
次
に
追
加
提
出
さ

れ
た
同
意
六
件
、
意
見
一
件
を
そ

れ
ぞ
れ
同
意
。
続
い
て
議
員
提
案

に
よ
る
議
案
一
件
、
意
見
書
一
件

を
そ
れ
ぞ
れ
原
案
可
決
。
引
き
続

き
、
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り

広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
を
実

施
し
た
後
、
議
員
派
遣
を
決
定
し

閉
会
。
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平成16年度
決算特別委員会を

設 置

専決処分の

承 認

消防組合議会議員

を選挙

農業委員会委員を

推 薦

地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設

建
設
に
か
か
わ
る
川
越
駅
西
口

周
辺
整
備
対
策
特
別
委
員
会

彩
の
国
広
域
連
合
議
員
を選

挙

さつまいも伝来400年記念
シンボルキャラクター

小江戸川越紅ちゃん

さつまいも伝来400年記念

小江戸川越きんときちゃん

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@

川越西消防署　名細分署

収

入

役

監
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委
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人
権
擁
護
委
員

固
定
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産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

池袋東口場外車券売
場での公営競技主催
計画の撤回に関する
請願書

池袋東口場外車
券売場設置反対
連絡協議会
代表
森 弘 治

66666 請願の審査結果 66666

請 願
番 号

請 願
第 ３ 号
平成16年（６月提出）

件 名 提 出 者
付 託
委員会

結 果

厚 生 継続審査



▽

川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

の
選
挙
に
つ
い
て

川
越
地
区
消
防
組
合
規
約
第
五
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
「
川
越
地
区

消
防
組
合
議
会
議
員
」
十
人
の
選
挙

を
執
行
し
た
結
果
、
次
の
議
員
が
そ

れ
ぞ
れ
当
選
い
た
し
ま
し
た
。

※

※

※

三

上

喜
久
蔵

議
員

佐

藤

恵

士

議
員

松

井

釜
太
郎

議
員

山

口

智

也

議
員

岩

崎

哲

也

議
員

大

野

慶

治

議
員

議
員

高

橋

康

博

議
員

松

岡

秀

仁

議
員

伊

藤

義

郎

議
員

▽

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

第
十
二
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る

選
任
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

市
議
会
推
薦
の
農
業
委
員
四
人
を

選
ぶ
た
め
選
挙
し
た
結
果
、
次
の
議

員
が
被
推
薦
者
と
し
て
当
選
い
た
し

ま
し
た
。※

※

※

山

村

健

仁

議
員

中

原

秀

久

議
員

中

村

孝

治

議
員

石

川

良
三
郎

議
員

次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

川
越
市
大
字
小
堤七

百
四
十
九
番
地

井

上

勇

監
査
委
員
に
次
の
方
々
を
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

川
越
市
大
字
的
場

千
二
百
二
十
二
番
地
一

小

川

芳

雄

川
越
市
松
江
町
一
丁
目十

番
地
十
一

岩

井

武

夫

川
越
市
大
字
南
大
槍

六
百
五
十
一
番
地

栗

原

賢

一

川
越
市
大
字
藤
倉三

百
三
十
三
番
地

久

保

啓

一

次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

川
越
市
豊
田
町
一
丁
目

三
十
二
番
地
四

福

田

昭

平

次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

川
越
市
南
台
三
丁
目

十
二
番
地
二
十
二

（
第
二
南
大
槍
マ
ン
シ
ョ
ン

三
〇
一
号
室
）

浅

井

三

郎

市
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
議
会
に
は
、
年
に

四
回
開
か
れ
る
定
例
会

と
、
必
要
に
応
じ
て
開

か
れ
る
臨
時
会
と
が
あ

り
ま
す
。
傍
聴
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
傍
聴
受

付
で
住
所
・
氏
名
を
ご

記
入
い
た
だ
く
だ
け
で
、

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
小
さ
な
お
子
様

連
れ
で
も
可
）。
市
政

を
直
接
知
っ
て
い
た
だ

く
よ
い
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

傍
聴
席
は
市
役
所
の

七
階
に
あ
り
、
五
十
七

人
分
の
一
般
席
と
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
一
つ
と

し
て
一
台
分
の
車
椅
子

席
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
音
声
が
聞
き

取
り
に
く
い
と
い
う
場

合
に
は
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン

を
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
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┃
原
案
可
決
┃

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
四
条
の

三
の
規
定
に
基
づ
き
、
江
川
流
域
都

市
下
水
路
に
つ
い
て
は
、
上
福
岡
市

及
び
大
井
町
と
、
川
越
市
公
共
下
水

道
に
つ
い
て
は
、
上
福
岡
市
と
そ
れ

ぞ
れ
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
合
併
に
よ
り
、
川
越
市
の
公
の

施
設
の
区
域
外
設
置
及
び
利
用
に
つ

い
て
ふ
じ
み
野
市
と
協
議
し
た
も
の

で
す
。

▽

ふ
じ
み
野
市
の
公
の
施
設
の
区

域
外
設
置
に
つ
い
て┃

原
案
可
決
┃

▽

ふ
じ
み
野
市
の
公
の
施
設
の
利

用
に
つ
い
て

┃
原
案
可
決
┃

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
四
条
の

三
の
規
定
に
基
づ
き
、
上
福
岡
市
公

共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
上
福
岡
市

と
、
大
井
町
排
水
施
設
に
つ
い
て
は
、

大
井
町
と
そ
れ
ぞ
れ
協
定
が
締
結
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
合
併
に
よ
り
、

ふ
じ
み
野
市
の
公
の
施
設
の
区
域
外

設
置
に
つ
い
て
と
、
ふ
じ
み
野
市
排

水
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
ふ
じ
み
野

市
と
協
議
し
た
も
の
で
す
。

▽

川
越
市
と
大
井
町
の
学
齢
児

童
・
生
徒
の
一
部
の
教
育
事
務
の

委
託
の
廃
止
に
つ
い
て

┃
原
案
可
決
┃

▽

川
越
市
と
ふ
じ
み
野
市
の
学
齢

児
童
・
生
徒
の
一
部
の
教
育
事
務

の
委
託
に
つ
い
て

┃
原
案
可
決
┃

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の

十
四
並
び
に
学
校
教
育
法
第
三
十
一

条
及
び
第
四
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

川
越
市
の
児
童
生
徒
の
一
部
の
教
育

事
務
を
大
井
町
に
委
託
し
て
い
ま
し

た
が
、
合
併
に
よ
り
、
現
行
の
委
託

を
廃
止
し
、
ふ
じ
み
野
市
に
委
託
し

た
も
の
で
す
。

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
、
平
成

十
六
年
度
川
越
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
な
ど
十
一
決

算
、
平
成
十
六
年
度
川
越
市
水
道
事

業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
及
び
、

平
成
十
六
年
度
川
越
市
公
共
下
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、

第
五
日
（
九
月
五
日
）
に
平
成
十
六

年
度
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

そ
の
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

第
二
十
六
日
（
九
月
二
十
六
日
）

に
同
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

正
・
副
委
員
長
の
互
選
後
、
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
（
九
月
二
十
八
日
）
に
審

査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
委
員
長

報
告
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、「
継

続
審
査
」
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

な
お
、
同
特
別
委
員
会
の
構
成
は

次
の
と
お
り
で
す
。

※

※

※

委

員

長

加

藤

昇

副
委
員
長

神

田

寿

雄

委

員

牛

窪

多
喜
男

委

員

片

野

広

湯

委

員

川

口

知

子

委

員

吉

田

光

雄

委

員

小

林

薫

委

員

大

野

慶

治

委

員

菊

地

実

委

員

松

岡

秀

仁

委

員

石

川

良
三
郎

▽

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

┃
承
認
┃

議
会
を
招
集
す
る
い
と
ま
が
な
い

の
で
、
八
月
十
日
に
市
長
が
専
決
処

分
し
た
、
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議

員
選
挙
及
び
衆
議
院
比
例
代
表
選
出

議
員
選
挙
並
び
に
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
が
九
月
十
一
日
に
執
行

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
「
平
成
十
七
年

度
川
越
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）」
に
対
し
て
、
議
会
の
承
認
を

求
め
た
も
の
で
す
。

こ
の
補
正
の
内
容
は
、
当
該
選
挙

地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
建

設
に
か
か
わ
る
川
越
駅
西
口
周
辺
整

備
対
策
特
別
委
員
会
は
、
去
る
六
月

二
日
開
会
の
市
議
会
第
三
回
定
例
会

閉
会
後
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

付
議
事
件
に
つ
い
て
、
三
日
間
に
わ

県
内
の
全
市
町
村
で
構
成
す
る
彩

の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合

議
会
議
員
に
欠
員
（
二
名
）
が
生
じ

ま
し
た
。

今
回
、
県
内
の
市
議
会
議
員
か
ら

三
名
の
候
補
者
の
届
け
出
が
あ
り
、

県
内
各
市
議
会
で
投
票
を
行
う
こ
と

と
な
り
、
本
市
議
会
で
も
今
定
例
会

最
終
日
（
九
月
二
十
八
日
）
に
、
広

域
連
合
規
約
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
、

選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
選
挙
は
、
規
定
に
よ

り
、
県
内
す
べ
て
の
市
議
会
の
選
挙

に
お
け
る
得
票
総
数
に
よ
り
当
選
人

を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
当

選
人
の
報
告
及
び
告
知
は
行
わ
ず
、

有
効
投
票
の
う
ち
候
補
者
の
得
票
数

ま
で
を
選
挙
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

た
り
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
第
一
日
（
九
月
一
日
）

に
、
そ
の
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ

い
て
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
、
審
議

の
結
果
、「
継
続
審
査
」
と
す
る
こ
と

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

等
執
行
の
た
め
の
予
算
と
し
て
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
七

千
五
百
九
十
九
万
五
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

八
百
七
十
三
億
九
千
五
百
九
十
九
万

五
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
財
源
に
つ
い
て
は
、
全
額

埼
玉
県
か
ら
の
委
託
金
で
賄
わ
れ
ま

す
。

▼

第
二
十
二
日
（
九
月
二
十
二
日
）

か
ら
第
二
十
五
日
（
九
月
二
十
五

日
）
ま
で
本
会
議
休
会
。

▼

第
二
十
六
日
（
九
月
二
十
六
日
）

本
会
議
休
会
。
平
成
十
六
年
度
決

算
特
別
委
員
会
開
催
。

▼

第
二
十
七
日
（
九
月
二
十
七
日
）

本
会
議
休
会
。

▼

第
二
十
八
日
（
九
月
二
十
八
日
）

最
終
日
。
各
委
員
長
よ
り
付
託
さ

れ
た
案
件
の
審
査
の
経
過
と
結
果

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
、
審
議

の
結
果
、
議
案
二
十
九
件
の
う
ち

平
成
十
六
年
度
決
算
十
三
件
を
継

続
審
査
、
一
件
を
承
認
、
十
五
件

を
原
案
可
決
。
次
に
追
加
提
出
さ

れ
た
同
意
六
件
、
意
見
一
件
を
そ

れ
ぞ
れ
同
意
。
続
い
て
議
員
提
案

に
よ
る
議
案
一
件
、
意
見
書
一
件

を
そ
れ
ぞ
れ
原
案
可
決
。
引
き
続

き
、
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り

広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
を
実

施
し
た
後
、
議
員
派
遣
を
決
定
し

閉
会
。

市 議 会 だ よ り平成17年10月25日発行 （4）

平成16年度
決算特別委員会を

設 置

専決処分の

承 認

消防組合議会議員

を選挙

農業委員会委員を

推 薦

地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設

建
設
に
か
か
わ
る
川
越
駅
西
口

周
辺
整
備
対
策
特
別
委
員
会

彩
の
国
広
域
連
合
議
員
を選

挙

さつまいも伝来400年記念
シンボルキャラクター

小江戸川越紅ちゃん

さつまいも伝来400年記念

小江戸川越きんときちゃん

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@

川越西消防署　名細分署

収

入

役

監
査
委
員

人
権
擁
護
委
員

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

池袋東口場外車券売
場での公営競技主催
計画の撤回に関する
請願書

池袋東口場外車
券売場設置反対
連絡協議会
代表
森 弘 治

66666 請願の審査結果 66666

請 願
番 号

請 願
第 ３ 号
平成16年（６月提出）

件 名 提 出 者
付 託
委員会

結 果

厚 生 継続審査
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提
出
さ
れ
た
要
望
書
に
つ
い
て

拭
北
環
状
線
周
辺
整
備
に
つ
い
て

植
（
仮
）
西
公
民
館
建
設
に
つ
い

て
殖
そ
の
他

岩

崎

哲

也

議
員

一
、
市
民
の
健
康
を
損
ね
る
環
境
課

題
へ
の
と
り
く
み

拭
ア
ス
ベ
ス
ト
へ
の
対
応

植
そ
の
他
環
境
汚
染
物
質
な
ど
へ

の
対
応

二
、
火
災
報
知
器
の
家
庭
へ
の
設
置

義
務
化
に
つ
い
て

倉

嶋

美
恵
子

議
員

一
、
地
域
協
働
に
つ
い
て

二
、
教
育
に
関
す
る
三
つ
の
達
成
目

標
に
つ
い
て

牛

窪

多
喜
男

議
員

今
定
例
会
で
は
、
五
日
間
に
わ
た

り
十
九
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
発
言
者
及
び
質
問

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※

※

※

中

原

秀

久

議
員

一
、
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

拭
新
年
度
予
算
の
編
成
方
針
に
つ

い
て

植
旧
霞
ケ
関
北
小
の
諸
問
題
に
つ

い
て

殖
市
立
大
学
の
設
立
に
つ
い
て

二
、
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
と
余
熱
施
設

に
つ
い
て

小

林

薫

議
員

一
、「
川
越
ナ
ン
バ
ー
」
取
得
と
合

併
と
の
関
係
に
つ
い
て

二
、
自
治
会
連
合
会
第
三
支
会
か
ら

一
、
Ｊ
Ｒ
川
越
線
複
線
化
と
そ
れ
に

関
係
す
る
諸
問
題

二
、
南
古
谷
駅
北
口
開
設
に
つ
い
て

三
、
児
童
虐
待
へ
の
川
越
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

大

野

慶

治

議
員

一
、
社
会
福
祉
施
設
の
第
三
者
評
価

事
業
に
つ
い
て

二
、
放
置
自
動
車
対
策
に
つ
い
て

三
、
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
に
つ

い
て

小
野
澤

康

弘

議
員

一
、
資
源
循
環
型
社
会
と
新
清
掃
セ

ン
タ
ー小

ノ
澤

哲

也

議
員

一
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た

め
に

拭
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
設
置
に
つ
い
て

植
幼
児
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
補
助
に

つ
い
て

二
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助

成
に
つ
い
て

菊

地

実

議
員

一
、
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
の
諸
課

題
に
つ
い
て

二
、
旧
霞
ケ
関
北
小
跡
に
つ
い
て

得

橋

剛

議
員

一
、
川
越
市
の
「
暑
さ
」
対
策
に
つ

い
て

拭
公
共
施
設
で
の
対
応

植
教
育
施
設
で
の
対
応

殖
地
球
温
暖
化
対
策

片

野

広

湯

議
員

一
、「
小
江
戸
か
わ
ご
え
平
和
都
市

宣
言
・
二
〇
〇
五
」
に
つ
い
て

山

木

綾

子

議
員

一
、
女
性
会
館
に
つ
い
て

二
、
災
害
備
蓄
に
つ
い
て

山

口

智

也

議
員

一
、
三
田
城
下
橋
線
整
備
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

二
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
シ
ス
テ

ム
の
推
進
に
つ
い
て

中

村

孝

治

議
員

一
、
快
適
な
生
活
環
境
と
街
づ
く
り

を
め
ざ
し
て

拭
生
活
排
水
対
策
に
つ
い
て

植
交
通
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
殖
そ
の
他

清

水

京

子

議
員

一
、
学
校
図
書
館
に
つ
い
て

二
、
異
文
化
教
育
交
流
に
つ
い
て

三
、
福
祉
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て

江

田

俊

雄

議
員

一
、
産
・
官
・
学
の
連
携
に
つ
い
て

高

橋

康

博

議
員

一
、
学
校
給
食
に
つ
い
て

二
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て

三
、
競
輪
事
業
に
つ
い
て

川

口

知

子

議
員

一
、
待
機
者
の
多
い
市
営
住
宅
の
対

策
に
つ
い
て

二
、
大
規
模
学
童
保
育
施
設
の
解
消

に
つ
い
て

佐

藤

恵

士

議
員

一
、
地
球
温
暖
化
と
市
の
対
応
に
つ

い
て

二
、
防
災
に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い

て拭
想
定
さ
れ
る
地
震
災
害
に
つ
い

て
植
防
災
の
配
備
体
制
に
つ
い
て

殖
そ
の
他

今
定
例
会
に
お
い
て
、
本
会
議
の

開
会
前
に
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
十
七
年

度
埼
玉
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
学

校
Ａ
部
門
銀
賞
な
ど
の
実
績
が
あ
る
、

市
内
の
鯨
井
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
生

徒
三
十
名
に
よ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
人
形
劇

主
題
歌
の
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た

ん
島
」
ほ
か
三
曲
の
演
奏
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

市政に関する

一 般 質 問

議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート

議
場
コ
ン
サ
ー
ト

前号で「議員の寄附行為について」を掲載

いたしましたが、公職選挙法により議員の寄

附行為は禁止されておりますので、市民の皆

様方のご理解、ご協力の程をよろしくお願い

致します。

議員の寄付行為を啓発したリーフレット
（埼玉県選挙管理委員会・市区町村選挙管理委員会 作成）
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一
、
女
性
会
館
に
つ
い
て

二
、
災
害
備
蓄
に
つ
い
て

山

口

智

也

議
員

一
、
三
田
城
下
橋
線
整
備
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

二
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
シ
ス
テ

ム
の
推
進
に
つ
い
て

中

村

孝

治

議
員

一
、
快
適
な
生
活
環
境
と
街
づ
く
り

を
め
ざ
し
て

拭
生
活
排
水
対
策
に
つ
い
て

植
交
通
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
殖
そ
の
他

清

水

京

子

議
員

一
、
学
校
図
書
館
に
つ
い
て

二
、
異
文
化
教
育
交
流
に
つ
い
て

三
、
福
祉
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て

江

田

俊

雄

議
員

一
、
産
・
官
・
学
の
連
携
に
つ
い
て

高

橋

康

博

議
員

一
、
学
校
給
食
に
つ
い
て

二
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て

三
、
競
輪
事
業
に
つ
い
て

川

口

知

子

議
員

一
、
待
機
者
の
多
い
市
営
住
宅
の
対

策
に
つ
い
て

二
、
大
規
模
学
童
保
育
施
設
の
解
消

に
つ
い
て

佐

藤

恵

士

議
員

一
、
地
球
温
暖
化
と
市
の
対
応
に
つ

い
て

二
、
防
災
に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い

て拭
想
定
さ
れ
る
地
震
災
害
に
つ
い

て
植
防
災
の
配
備
体
制
に
つ
い
て

殖
そ
の
他

今
定
例
会
に
お
い
て
、
本
会
議
の

開
会
前
に
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
十
七
年

度
埼
玉
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
学

校
Ａ
部
門
銀
賞
な
ど
の
実
績
が
あ
る
、

市
内
の
鯨
井
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
生

徒
三
十
名
に
よ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
人
形
劇

主
題
歌
の
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た

ん
島
」
ほ
か
三
曲
の
演
奏
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

市政に関する

一 般 質 問

議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート議場コンサート

議
場
コ
ン
サ
ー
ト

前号で「議員の寄附行為について」を掲載

いたしましたが、公職選挙法により議員の寄

附行為は禁止されておりますので、市民の皆

様方のご理解、ご協力の程をよろしくお願い

致します。

議員の寄付行為を啓発したリーフレット
（埼玉県選挙管理委員会・市区町村選挙管理委員会 作成）



市 議 会 だ よ り平成17年10月25日発行 （8）

市議会だよりは古紙100％再生紙を使用しています

川越市議会のホームページに
市議会だよりの掲載をはじめました。

平成17年９月より、川越市議会のホームページに市議会だより（ＰＤＦ版）を掲載しました。平成17
年３月定例会分（４月25日発行）より掲載しておりますが、今後も順次更新いたしますのでご覧くださ
い。なお、掲載には市議会だより発行から１～２週間程度期間を要します。

川越市議会のホームページは、川越市公式

ホームページの右の欄にあります。

市議会だよりをご覧いただくには、〔川越

市公式ホームページ＞川越市議会＞市議会だ

より〕の順でアクセスしてください。

市議会だより（ＰＤＦ版）がダウンロードでき

ます。

市議会だよりは１年分程度掲載していく予定で

す。

川越市議会のホームページからは、議員名簿、

会議録の閲覧と検索等のほか、ホームページ下部

の議会情報を選択すれば、一般質問通告一覧、議

決結果一覧、定例市議会日程、閉会中の委員会日

程等もご覧いただけます。

［議会情報］

［市議会だより］

［川越市議会ホームページ］




